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厚生労働省健康･生活衛生局
食品監視安全課 今川 正紀 課長

理事会（日食協）の様子

　令和8年3月27日（金）食品衛生センター6階講堂において、午後12時30分より令和7年度 第4
回理事会（日食協）、午後2時より令和7年度 第3回理事会（日食共組）、午後2時30分より第80回
全国支部長会議を開催いたしました。
　第4回理事会（日食協）は、三田 芳裕 理事長の開会あいさつにはじまり、令和7年度の報告事項
を説明し、その後、承認事項として、「食品衛生指導員制度運営規程」の改訂について、新規加入特
別会員について等の案をお示しし、承認されました。引き続き、令和8年度の事業計画（案）、収支
予算（案）等が承認されました。
　その後開催された第3回理事会（日食共組）は、三田 芳裕 理事長の開会あいさつではじまり、「令
和8年度事業計画（案）」、「令和8年度収支予算（案）」等の議案が承認されました。
　理事会終了後、第80回全国支部長会議が開催され、厚生労働省健康･生活衛生局 食品監視安全
課 今川 正紀 課長よりごあいさついただいたのち、小熊 正志 新潟県支部長を議長に進行いただき、
理事会で承認された令和8年度事業計画等について報告を行いました。� （総務部）

令和7年度 第 4 回理事会 令和7年度 第 4 回理事会 〔（公社）日本食品衛生協会〕〔（公社）日本食品衛生協会〕

　　　　   第 3 回理事会 　　　　   第 3 回理事会 〔日本食品衛生共済協同組合〕〔日本食品衛生共済協同組合〕

　　　　   第 80 回 全国支部長会議　　  開催　　　　   第 80 回 全国支部長会議　　  開催

報告

https://x.com/jfha_nisshoku
https://x.com/jfha_nisshoku
https://www.instagram.com/itsutsuboshi5/
https://www.instagram.com/itsutsuboshi5/
https://www.n-shokuei.jp/mailmagazine/
https://www.n-shokuei.jp/mailmagazine/
https://www.n-shokuei.jp/outline/jfha_news.html
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公益社団法人日本食品衛生協会　令和８年４月１日付　人事について

新 氏　名 旧

（昇任） 出版部制作課 課長 森田　　彩 出版部制作課 課長代理

食品衛生推進部食品衛生推進課
課長補佐

早川　亮太 食品衛生推進部食品衛生推進課 主任

共済部共済課 課長補佐 小野　真也 共済部共済課 主任

検査事業部事業推進課 課長補佐 斎藤　景祐 検査事業部事業推進課 主任

化学試験部化学試験課 課長補佐 秋葉　浩子 化学試験部化学試験課 主任技師

（配置換え、兼務）出版部 部長兼 
出版部普及課 課長事務取扱

中山　美和 食品衛生推進部 部長

（配置換え） 食品衛生推進部 部長代理 岡本　　愛 公益事業部 部長代理兼
公益事業部公益事業課 課長事務取扱

検査事業部
部長代理 ･ 管理課 課長事務取扱

太田　啓司 検査事業部 渉外担当 部長代理

総務部総務課 課長 小林　智彦 食品衛生推進部食品衛生推進課 課長

食品衛生推進部食品衛生推進課 課長 阿部　亜季 総務部総務課 課長

公益事業部公益事業課 課長 𠮷田　裕一 検査事業部事業推進課　課長兼
検査事業部管理課　課長

総務部総務課 課長代理 布村　俊治 共済部共済課 課長代理

検査事業部事業推進課 課長代理 吉田　建介 公益事業部公益事業課 課長代理

公益事業部公益事業課 課長補佐 澁谷　朗子 出版部普及課 課長補佐

公益事業部公益事業課 主任 三元　昌美 食品衛生推進部食品衛生推進課 主任

食品衛生推進部食品衛生推進課 主任 橋場　実紀 総務部総務課 主任

（兼務） 常務理事兼 事務局次長兼
食品衛生研究所 所長兼
食品衛生推進部 部長

道野　英司 常務理事兼 事務局次長兼
食品衛生研究所 所長

常務理事兼 事務局次長兼
信頼性保証担当兼 共済部 部長

水野　一正 常務理事兼 事務局次長兼
信頼性保証担当

検査事業部 部長兼
検査事業部事業推進課 課長事務取扱

土屋　知貴 検査事業部 部長

（兼務解除） 出版部制作課 課長補佐 水柿　直哉 出版部制作課 課長補佐兼
出版部普及課 課長補佐

出版部普及課 主事補 磯貝　早希 出版部普及課 主事補兼
出版部制作課 主事補

（再雇用、委嘱） 出版部制作課 主幹（嘱託職員） 飛田　真理 （定年退職 ･ 再雇用）

共済部共済課 主幹（嘱託職員） 三島　智行 （定年退職 ･ 再雇用）

（再雇用） 総務部付（嘱託職員） 瀨賀　　豊 （定年退職 ･ 再雇用）
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「食品衛生指導員制度運営規程」の改定
　食品衛生協会活動の中心的な役割を担う“食品衛生指導員”について、高齢化や後継者不足、
委嘱者数の減少や活動の低調化といった課題への対応および人材の確保を図る観点から、本年
度より「食品衛生指導員制度運営規程」が改定されました。

主な改定内容
◦�養成講習会の講習科目および時間数を変更し、一部科目についてオンライン研修を可能とし
ました（テキストに沿った配信用動画は近日ご案内予定）。
◦�受講者の資格条件を拡大し、“食品等事業者または本制度の趣旨に賛同する者で、都道府県
市食品衛生協会長が、指導員としての資質が十分あり適切と認める者”としました。
◦�最新の知識等を習得するため、巡回指導活動前などの「定期研修」を努力義務として新設し
ました。

令和８年度
重点指導目標

HACCPの考え方を取り入れた衛生管理の定着と振り返り
～合言葉は「五つ星」！指導員の力で食品衛生～

　HACCPの導入に関して、食品等事業者から実施が
難しいといった課題があげられており、今後もHACCP
の定着に向けての取組みが必要とされています。
　そのため、本年度の重点指導目標は昨年と同様とし、
サブタイトルをHACCP導入の一助となる「食の安心･
安全･五つ星」の確認項目を活用していこうという目的
のもと、『合言葉は「五つ星」！指導員の力で食品衛
生』としました。
　本年度の巡回指導資料では、重点指導目標に沿い、
「HACCPの考え方を取り入れた衛生管理」をもとに、
巡回指導の進め方や「食の安心･安全･五つ星」を踏まえ
た記録簿の活用方法、助言のポイントが掲載されてい
ます。
　食品等事業者に寄り添った巡回指導の実施に、ご活
用ください。

食品衛生指導員全国研修会について
　令和8年度より年1回の開催（西日本と東日本で隔年）とし、本年度は西日本（大阪）での開催
といたします。また、本年度のカリキュラムは、重点指導目標「HACCPの考え方を取り入れ
た衛生管理の定着と振り返り」を意識し、各種HACCP支援ツール（リーフレット、動画、アプ
リ等）を活用した巡回指導の演習および指導員活動に関する討議を実施する予定です。詳細に
ついては、5月上旬以降、改めてご連絡します。

日程･会場

日程：令和8年9月8日（火）～9日（水）
会場：大阪会場（ホテルマイステイズ新大阪コンファレンスセンター）
� （食品衛生推進部）

報告 令和 8 年度　食品衛生指導員活動について令和 8 年度　食品衛生指導員活動について
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　令和7年の食中毒発生状況が取りまとめら
れましたので、その概要をご紹介します。
　事件数は1,172件（前年比135件増）、患者
数は24,727名（前年比10,498名増）となり、
いずれも令和以降で最多となりました（図1）。
　死者数は2名で、前年より1名減少しました。

　また、病因物質別にみると、事件数、患者
数ともにノロウイルスが最多となっており、
昨年と比べて大幅に増加しました（図2）。

　原因施設別では、事件数は例年と同様に飲
食店が過半数を占めていますが、患者数では
昨年よりも飲食店の割合が減少し、仕出屋の
割合が増加しました（図3）。

　患者数500名以上の大規模食中毒は2件発
生しており、いずれも仕出屋の弁当を原因と
するノロウイルスによるものでした。
　このうち1件は患者数が2,000名を超え、平
成20年以降で4番目に多い事例となりました。

　令和7年の食中毒発生状況をみると、事件
数・患者数ともに増加し、特にノロウイルス
による大規模事例が全体の患者数を押し上げ
る結果となりました。飲食店での発生も引き
続き多く、食中毒は私たちにとって身近なリ
スクであることが改めてうかがえます。
　こうした状況をふまえると、HACCPに沿っ
た衛生管理はもちろんのこと、手洗いや従事
者の健康管理といった基本的な衛生管理をも
う一度見直し、日々の小さな積み重ねを大切
にしながら、食中毒の予防につなげていきま
しょう。
� （資料出典　厚生労働省「令和7年食中毒統計資料」）

� (公益事業部)

令和７年 食中毒発生状況の取りまとめ令和７年 食中毒発生状況の取りまとめ報告
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　食品事業者が抱える営業上のリスクは多岐にわたります。製造した食品に起因する賠償事故
だけでなく、施設や業務に起因する事故、原因調査や消毒に要する費用など、さまざまな場面
で賠償責任や費用が発生することが考えられます。
　今回は、令和7年度の食品営業賠償共済制度における共済金支払状況をもとに、食品事業者
が備えるべきリスクについてご説明します。

◯令和7年度の共済金支払状況
　令和7年度は合計で997件3億8,789万6,537円の共済金をお支払いしています。その中
でもっともお支払いした共済金は以下のとおりです。

　　1位.　食中毒による事故･･･････････････････････････1億8,113万1,631円
　　2位.　施設・業務上の事故（施設賠償事故）･･･････････1億2,257万7,531円
　　3位.　各種費用補償(リコール費用、消毒費用等)･･････････････ 4,145万5円

　例年、施設賠償事故は事故件数の多さから、共済金支払
総額が高額になる傾向がありました。しかし、本号4ペー
ジでもご報告したとおり、近年では食中毒、特にノロウイ
ルスの事故件数が増加傾向にあり、令和6年度を境に、共
済金支払総額が施設賠償事故を上回り、食中毒事故が最も
支払額の大きい事故区分となっています。

◯支払項目別共済金支払状況から見る備えるべきリスクとは
　食中毒事故が起こった場合、どのような費用、損失が発生するかご存知ですか。被害者への
賠償金（治療費、慰謝料等）に加え、施設の消毒や原因調査に要する費用、さらには営業停止に

伴う休業損失などが発生することが
あります。近年の食中毒事故件数の
増加に伴い、これら各種費用や休業
補償に係る共済金支払額も増加傾向
にあります。
　このことから、食中毒や異物混入
といった製造した食品に起因する賠
償事故だけでなく、さまざまなリス
クに対して総合的に備えることが重
要だといえます。

◯さまざまなリスクに備えるためには
　前述のとおり、食品事業者が抱えるリスクは、食中毒に限らず多岐にわたります。こうしたさ
まざまなリスクに対し、「あんしんフード君」では総合的な補償をご提供しています。
　食中毒予防の徹底はもちろんのこと、万が一事故が起きた際に総合的な補償が可能な保険へ
の加入をご検討いただき、万全の備えをしていただきますようお願い申し上げます。�（共済部）

共済金支払状況から見る食品事業者が備えるべきリスクについて共済金支払状況から見る食品事業者が備えるべきリスクについて
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【てあらウィ～! 目撃情報】令和８年１月、東京駅の改札外・丸の内地下
中央通路にある大型ポスターボード「パノラマ東京」にて、B0判ポスター
が10枚並ぶ大々的な掲示が実施されました。JR線と東京メトロ丸ノ内線
をつなぐ通路を利用する大勢の方にご覧いただきました。

｢てあらウィ～!」で手洗い習慣を全国へ発信中!!
日本食品衛生協会は、公益社団法人ACジャパンが実施する2025年度

支援キャンペーン対象団体として採択を受け、令和7年7月1日から1年間、
テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、交通広告など多様なメディアを通じて、「手
洗い」の重要性が全国に発信されています。
本キャンペーンでは、タレントの小島よしおさんを起用したテレビ

CM「てあらウィ～ !」を放送。小島さんが「手洗いの化身」として登場し、
子どもと一緒に手洗いのたいせつさをユーモラスに伝えています。この
ほか、ラジオや新聞、雑誌等を通じて、家庭での手洗い習慣を広め、国
民の衛生意識をさらに高めていきます。安全で健康的な生活環境の実現
に向けたこの活動に、ぜひご注目ください。

令和8年5月1日発行
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こちらこちら

食品衛
生研究

所
食品衛

生研究
所 食品衛生研究所 実習研修会のご案内食品衛生研究所 実習研修会のご案内

―― 令和8年6月開催予定  令和8年6月開催予定 ――
　食品衛生研究所では、食品衛生に関する基礎知識や検査技術を学べる実習研修会を開催していま
す。6月に開催予定の研修会は以下のとおりです。
■食品汚染カビ検査実習（基礎2日間）【開催日：2026年6月4日（木）～5日（金）】
　食品クレームの主要原因である「カビ」の正体を見極める力を養う実習です。カビの取扱いや性
質などの基礎から、現場で頻出する菌種の顕微鏡観察、同定の手法までを2日間で集中的に習得し
ます。
内　容：�カビの基本知識や検査環境･器具の操作、食品クレーム事例に基づいた検査法の実習を行

います。
特　徴：�2日目はAspergillusやPenicilliumなど、主要なカビの同定に挑みます 。
　　　　定員16名の少人数制で、専門講師から直接指導を受けられる実践的なカリキュラムです。
■食品微生物検査実習（初級2日間）【開催日：2026年6月18日（木）～19日（金）】 
　食品微生物に関する基礎知識と検査技術の習得を目的とした実習です。公定法に加え、ニーズの
高い簡易･迅速検査法をその場で比較検討できる実践的な内容です。
内　容：�培地作製から生菌数･大腸菌群･黄色ブドウ球菌の試験、グラム染色による細菌同定までを

各自で実施します。
特　徴：�自施設の手法を振り返る絶好の機会です。専門家チームが講師を務め、2日間で確かな基

礎を固めることができます。

　どちらの研修も、第一線で活躍する講師陣から直接指導を受けられる絶好の機会です。 
　人気講座のため、お早めにお申し込みください。

お問合せ先 　食品衛生研究所　検査事業部
TEL：042-789-0218　E-mail：kenshu@jfha.or.jp

お申し込み方法や受講料など詳細は
食品衛生研究所のホームページに
掲載しています。

http://kenshu@jfha.or.jp
https://jfha-lab.jp/seminar-info/
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Close Up 解説 従業員の業務中のケガを補償！傷害補償金の支払い事例

No 事故
分類 事故区分 事故発生日 共済加入 加入コース 営業種類 年間掛金（円）

事故の状況 被害
者数 共済金額（円）支部 支所 休業掛金（円）

1

食
中
毒

ノロウイルス

2025.05.03 岐阜県 多治見 ワイド 給食施設 14,400 提供した仕出し弁当によるノロ
ウイルス食中毒。 490

賠：� 7,124,077
特：� 712,708
計：� 7,836,785

2 2025.02.23 大阪 西成 レギュラー 飲食店 20,000 提供した弁当によるノロウイル
ス食中毒。 134

賠：� 2,429,073
特：� 243,207
弁：� 2,052,240
計：� 4,724,520

3 アニサキス 2026.03.04 石川県 石川 あんしん
フード君 食料品販売業 32,200

2,000

提供した料理による食中毒。損
害賠償金のほかに各種費用にて
被害者治療費を支払った。

1

賠：� 17,180
特：� 1,718
被：� 24,500
計：� 43,398

4 クドア 2026.01.06 鳥取県 米子 あんしん
フード君 飲食店 18,400

3,700

提供した料理による食中毒。各
種費用にて生産物自体の損害（食
事代金返金費用）を支払った。

5

賠：� 55,000
特：� 5,500
生：� 10,185
計：� 70,685

5

施
設
賠
償
事
故

施設リスク 2025.11.01 山形県 北村山 あんしん
フード君 飲食店 24,000

5,300

加入者店舗につないでいたター
プテントが風で飛び走行中の車
両にあたり破損させた。

-
施：� 1,110,909
特：� 111,091
計：� 1,222,000

6 業務リスク 2026.02.24 青森県 北五 あんしん
フード君 食料品販売業 12,800

駐車場でイルミネーションを外
していた際に足場を倒し車両の
フロントガラスを破損させた。

-
施：� 121,187
特：� 12,119
計：� 133,306

7 漏水リスク 2025.10.14 岡山県 岡山市 あんしん
フード君 飲食店 8,500 加入者施設の給湯管から漏水し

階下店舗を汚損させた。 -
施：� 143,880
特：� 14,388
計：� 158,268

8
受
託
物

賠
償
事
故

受託物リスク 2025.12.18 三重県 桑員 あんしん
フード君 飲食店 8,500

900
借用しているカラオケ用のテレ
ビに脚立を当て破損させた。 -

受：� 30,525
特：� 3,053
計：� 33,578

9
傷
害
補
償

傷害補償 2025.07.21 札幌市 支部
スーパー
あんしん
フード君

飲食店
8,500

600
傷：10,900

従業員が業務中に負傷したため、
通院補償金を支払った 1 傷：� 180,000

計：� 180,000

10
そ
の
他

リコール費用 2025.11.22 大阪 茨木 あんしん
フード君

食料品販売業
食品製造業 28,100

加入者が製造している蒸しまん
じゅうが生焼けになっており、
身体的被害発生のおそれがある
ため自主回収を行った。

- リ：� 768,278
計：� 768,278

支払い日（2026.3.1～3.31抜粋）
※太字の箇所は共済金が100万円を超えるもの。
※ご加入された支部・支所と営業所在地が異なる場合があります。

賠：生産物賠償金、施：施設賠償金、受：受託物賠償金、弁：弁護士費用、被：被害者治療費等、
生：生産物自体の損害、傷：傷害補償金、リ：リコール費用、特：特別費用、計：合計共済金

※音声付きの動画が流れます（字幕あり）
※スマートフォンやパソコンからアクセスしてください

「あんしんフード君」「あんしんフード君」
の制度概要の制度概要

総合食品
賠償共済

制度のご案内（約10分）
https://pipm.co/mg5d

支払事例ご紹介（約5分）
https://pipm.co/pcsg

はこちらをご覧ください！

　賠償共済制度に附帯できる傷害補償特約は、従業員の業務中(通勤を含む)に起こったケガに対する補償制度
です。傷害補償特約は国の公的保険制度である労働者災害補償保険（労災）とは別に認定され、すばやくお支払
いができることから、従業員に対する補償の一環として導入している事業者もいます。
　令和7年度は、102件に対して10,125,000円を傷害補償金としてお支払いしました。なかには後遺障害
が残り支払額が高額になる事例もあり、労災だけ
ではできない手厚い補償ができることをご理解い
ただけるかと思います。
　「あんしんフード君」だけでなく、従業員の事故
に備えた傷害補償を基本補償として附帯した
「スーパーあんしんフード君」への切替検討をおす
すめします。� （共済部）

さまざまなリスクに対応できる
「あんしんフード君」へのご加入を!

「あんしんフード君」
「食品営業賠償共済」共 済 金 支 払 状 況

（2026年3月1日〜3月31日）

業務上のケガによる
死亡･後遺障害補償

業務上のケガによる
入院補償（手術補償）

業務上のケガに
よる通院保障

300万円限度

1日あたり3,000円
（180日限度）

（①入院中に受けた手術の
場合30,000円、

②①以外の手術の場合
15,000円）

1日あたり
2,000円

（90日限度）

＜お支払いする内容と限度額等＞

https://pipm.co/mg5d
https://pipm.co/pcsg


令和8年5月1日発行

日食協ニュース／No.631

8

ジブラルタ生命保険株式会社 VOL.257ジブラルタ生命は、食協生命共済保険取扱会社です。



　 日差しに初夏の気配を感じるようになりました。新年度の慌ただしさも落ち着き、ほっと一息つける頃かと思います。これか
ら食中毒が増え始める季節となりますので、予防のためにも、引き続き皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。（小野）編集後記

送　料 1回かつ1か所あたりのご注文金額が税込で3,000円以上はサービス、3,000円未満は一律500円

日食協ニュース／No.631
令和8年5月1日発行
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担当担当：：出版部普及課出版部普及課
E-mail:E-mail:fukyuuka@jfha.or.jpfukyuuka@jfha.or.jp

（一部抜粋）

↑食品衛生関連図書の
　ご購入はこちらへ

5月号の内容
食と健康
食品衛生研究

■月刊 「食と健康」
特集　鶏肉の生食は危険! カンピロバクター食中毒について学ぼう
◆現場で役立つ食品衛生知識：「５S」活動を見直そう ～多角的な観点から～
◆指導員のひろば：記録の重要性に関する取組み（岩手県支部　盛岡市支会）
◆令和８年度食品衛生指導員巡回指導の重点指導目標　解説

■月刊 「食品衛生研究」
◆食品安全委員会が実施する「自ら評価」（食品健康影響評価）とは
【受賞演題】あいち電子申請・届出システムを応用した食中毒調査方法の検討について
【受賞演題】WEBフォームを活用した食中毒調査の利点と課題

月刊誌の定期購読･図書のご注文･お問い合わせは、タイトル右横の二次元コードをスキャン !

食品衛生指導員ハンドブック 新訂第2版・食品衛生指導員ハンドブック 新訂第2版・
実践と定着でレベルアップ!  HACCP実践と定着でレベルアップ!  HACCP

～ 新刊のご案内 ～

　このたび、食品衛生指導員制度運営規程の改定による養成講習会の講習
科目･時間数の変更に対応した「食品衛生指導員ハンドブック 新訂第2版」
を刊行しました。
　本書は、限られた講習時間でも理解しやすいよう要点を整理し、カラー印
刷やイラストを用いて視覚的にも分かりやすく構成しています。
　また、制度運営規程では本書を、養成講習会のテキストとして規定して
おりますので、日々の指導活動や知識習得にぜひご活用ください。

　HACCPの考え方を取り入れた衛生管理を進めるた
めの教材として発刊した「はじめようHACCP」は、初版
発刊以来、多くの方がたにご活用いただいてきました。
　このたび、その内容を「小規模な一般飲食店事業者
向けHACCPの考え方を取り入れた衛生管理のための
手引書」（令和6年1月改訂）に沿って見直し、新たに

「実践と定着でレベルアップ! HACCP」（仮題）として
発刊いたします。
　衛生管理計画の作成から実施、記録、振り返りまで
を4つのステップで整理するとともに、一般衛生管理
や重要管理の各項目には、見落としやすい点や改善の
工夫を『衛生アドバイス』として随所に掲載しました。
　日々の取組みを無理なく続け、衛生管理の定着とレ
ベルアップにつなげるための一冊です。

食品衛生指導員ハンドブック 新訂第2版

実践と定着でレベルアップ! HACCP（仮題）新刊案内

■体裁：B5判･カラー印刷･194頁 　■価格：1,760円（税込） 　
■発刊：令和8年4月

■体裁：A4判･カラー印刷･約70頁
■価格：1,100円（税込）予定　　
■発刊：令和8年5月予定 日食協インターネットショップこちらから⇒

実務に役立つ記入例や
『衛生アドバイス』を掲載

食品衛生指導員養成講習会用テキスト

mailto:fukyuuka%40jfha.or.jp?subject=
https://suishinka.shop15.makeshop.jp/

